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成田市が有するポテンシャルや本市周辺に複数のサイクリングコースが設定されて
いる状況などを踏まえ、騒音地域に所在する懐かしい里山の風景や歴史的資源、
観光施設やスポーツ施設などの地域資源と自転車を活用して、市内外からの来訪
を促進し、地域の活性化を目指すことを目的にサイクリングコースの設定を騒音地域
全体の地域振興メニューの一つとした。 
R7年度に、この地域振興メニューとして、騒音地域内を回遊するサイクリングコース
や空港、市街地等から騒音地域を繋ぐサイクリングコースを設定した。

背景と目的

●騒音地域住民の意見やモニターツアーの結果等を踏まえ、サイクリングコースを設定（次頁参照）
●サイクリングマップ（紙媒体）の作成及びスマートフォンアプリ等へのコース展開

ポイント

住民が大切にしてい
る成田市の魅力が
詰まっている

サイクリストに魅力が
伝わり、実際に走っ
て体験してもらえる

実際にサイクリストが
訪れることで地域に
メリットが生まれる

需要調査

調査結果を基にターゲット等を選定

コース設定・マップ作成

【R7実施】サイクリングコース設定の取組

地域活性化に繋がるサイクリングコースには3つのポイントが重要

１ ２ ３

【成田市民】【サイクリスト】【インバウンド客】を対象にアンケート調査

①サイクリングユーザー需要調査（アンケート調査）

➡アンケート結果を分析し、最も成田市の環境に適性のあるターゲッ
トを選び、ニーズに合ったコースコンセプトを定める

【成田市内のサイクリング適正スポット】【素案コースの危険個所の確認】をプ
ロサイクリングガイドが実走して調査

②フィールド調査（地域資源調査）

➡成田市のフィールド（スポット・道路）の個別具体な適性を測る。
あわせてサイクリングには危険な場所を特定。

サイクリスト市民 インバウンド
➡健康サイクリスト層向け ➡走りやすさを求める

本格層向け
➡文化・自然満喫層向け

コースコンセプトを定め、市民向け２コース、サイクリスト向け２コース、インバウンド向け１コースの暫定コース案を作成

暫定コース（全５コース）のモニターツアー実施

🚲実施日：令和８年１月１０日～１２日🚲参加人数：合計３２名

🚲 参加者：市民・サイクリスト・外国人（タイ・中国・台湾・アメリカ・オーストラリア・フィリピン）
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コース③ サイクリスト向け（印旛沼～空港周辺）

コース① 市民向け（成田市街から利根川方面） コース② 市民向け（空港周辺） コース④ サイクリスト向け（利根川～空港周辺）

コース⑤ インバウンド向け（空港～成田山方面）

走行距離：３５ｋｍ 走行距離：１４ｋｍ

走行距離：６８ｋｍ 走行距離：３６ｋｍ

走行距離：７２ｋｍ

【R7実施】サイクリングコース設定の取組（各コース一覧）
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